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ポケットデータベース　ＰｏｃｋｅｔＤＢ　ｖｅｒ４．１０
マニュアル
●「ＰｏｃｋｅｔＤＢ(ﾎﾟｹｯﾄﾃﾞｨｰﾋﾞｰ)」とは？
●動作環境
●インストール方法
●ライセンスキー
●アンインストール方法
●サポート
●免責
●著作権者
●転載等
●使用方法
１．起動
２．メインウインドウ
３．ファイル
４．編集
５．検索
６．並べ替え（ソート）
７．ライセンスキーの入力
●データ用テキストファイルの作成
●文字データと数値データの変換
●「ＰｏｃｋｅｔＤＢ(ﾎﾟｹｯﾄﾃﾞｨｰﾋﾞｰ)」とは？

ＰｏｃｋｅｔＤＢはPocketPCで非常に簡単にデータベースを作成できるソフトです。

テキストファイルを自動的に処理してデータベース化しますので、データベース作成に関する知識を必要としません。

準備するのはエクセルのシートをテキスト形式（ＣＳＶかタブ区切り）で保存したテキストファイルだけです。
これをPocketPCに送って「ＰｏｃｋｅｔＤＢ」で読み込むと自動的にデータベース化して、データの検索・絞込み・並べ替え・変更・保存ができます。

また、変更保存後のファイルも元のテキストファイル形式ですので、直接PocketPCのメモ帳でデータを編集したり、パソコンにデータを戻してエクセルやメモ帳でデータの編集・追加を簡単にできます。
データベースは難しい。エクセルで大きなシートをスクロールしてデータを探している。画面の小さいPocketPCでデータベースを作るのはめんどうだ。というような方に使用していただきたいと思います。

●動作環境

PocketPC2002、PocketPC2003　（ARM、ARMV4、MIPS、SH3、WCE420X86、X86）

CPUの違いによって使用するCABファイルが違いますので注意してください。

CPUのタイプは[設定]あるいは[コントロールパネル]の[システム]で確認するか、取り扱い説明書をご覧ください。

下の表を参考にしてCABファイルを選定してください。（動作を保障するものではありません。）
· 必ず、送金前に自分が欲しい機能があるか、自分が使いたい環境で使えるのかをよく確認してください。
	CPUタイプ
	メーカー
	機　種

	ARM
	COMPAQ
	iPAQ H1920 H3850 H3870 H3950　H3970　H3630　H3660

	
	HP
	iPAQ h1937　h2210　Jornada568

	
	TOSHIBA
	Genio e350　e750　e550X　e550GS　e550GX

	
	CASIO
	カシオペアE2000P、NEC　Pocket Gear 5000

	
	他
	NEC　PocketGear MC/PG5000 　　DoCoMo　musea　　など

	SH3
	HP
	Jornada525　548など

	MIPS
	CASIO
	カシオペアE700　E750　E707　E800

	
	DoCoMo
	GFOR　　など


（Xscale機はARM版で動作するものとして記載してあります）

実機での動作確認は、Genio e350（PPC2003）、iPAQ H1920（PPC2002）で行っています。

エミュレーター上ではPocketPC2002、PocketPC2003ｴﾐｭﾚｰﾀｰで確認しています。

· インストール方法
ⅰ　PC上でダウンロードしたzipファイルを解凍する。

ⅱ　自分の機種にあったCABファイルをPocketPCの適当な場所にコピーする。

ⅲ　PocketPC上でコピーしたＣＡＢファイルをタップする。

ⅳ　インストールが自動的に行なわれ、PocketPCの「Ｐｒｏｇｒａｍ　Ｆｉｌｅｓ」フォルダに「ＰｏｃｋｅｔＤＢ410」フォルダを作って下記のファイルを作成します。

PocketDB410.exe（ソフト本体）　readme.txt　pocketdbini.txt  セットアップ情報ファイル
サンプルデータファイル（samplecsvdata.csv  sampletabdata.txtの2つ）
ⅴ　出来たＰｏｃｋｅｔＤＢ410（．ｅｘｅ）ファイルをタップすれば起動します。

※作成されたフォルダや設定および実行ファイルは移動せずに使用してください。
（イニシャルファイルが読めなくなりライセンスキーが読めなくなります。）
サンプルデータファイルは適当なフォルダにコピーあるいは移動して使用してください。
※全ての機能を利用するにはライセンスキーの入力をして下さい。

●ライセンスキー
「７．ライセンスキーの入力」を参照ください。

●アンインストール方法

「設定」-「システム」-「プログラムの削除」で「ｅｚｏｅｎｓｉｓ　ＰｏｃｋｅｔＤＢ410」を削除してください。

●サポート

疑問点につきましては、ochotona@wine.plala.or.jpまでライセンスキーを明記の上ご連絡ください。

なお、メール以外でのサポートは現在行っておりません。

●免責

このソフトを使用したことにより生じたいかなる問題にも著作権者は一切責任を負いません。

●著作権者
太田　睦（ezoensis）

●転載等

ソフトの書籍等への収録、ソフトへのバンドルや企業等での業務利用などの商用利用には条件がありますので必ず事前に連絡をお願いします。

記事等情報の記載には特に制限をしませんが、著作権者に連絡をお願いします。
●使用方法
１．起動
[image: image2.png]


インストールで出来たPocketDB.exeをタップして起動します。
メニューやホームウィンドウに左のアイコンを登録しておくと便利です。

２．メインウインドウ
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３．ファイル
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ｃｓｖとタブ区切りの２つのテキストファイル形式を扱えますが、拡張子がcsvのファイルはカンマ区切りのCSVファイル、拡張子がtxtのファイルはtab区切りのテキストファイルとして扱います。

Open：ｔｘｔファイル（ｃｓｖ、タブ区切り）を開いてデータベース化
します。99999行までのデータが取り扱えます。
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ライセンスキー入力前は機能制限をされています。
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試用状態ではファイルを50行までしか開きません。

またファイルの保存が出来ません。
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Save：開いたファイルに上書き保存します。
アクセス等のデータベースと異なり、データを編集した
だけではデータの保存はしません。
Saveas：名前やファイルの種類（ｃｓｖ、タブ区切り）を変更して保存します。
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右図はファイルを開いて、行ヘッダーをタップして

リストボックスに一行のデータを表示したところです。

プログラムと同じフォルダにサンプルとしてこのデータ
（samplecvsdata.cvsとsampletabdata.txtの２種類）が保存されていますので、適当なフォルダにコピーして実際に試してみるとわかりやすいでしょう。
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４．編集

行の追加・削除：
行ヘッダー（シート表示の一番左の部分）をタップすると
一行のデータが選択されます。その状態で「行の削除」
をタップすると選択したデータ行が１行削除されます。
「行の追加」をすると、全データを表示した後、最下部に空白のデータ行を追加します。

クリア（消去）・切り取り・コピー・貼り付け：
セルをタップして選択しクリア（消去）・切り取り・コピー・貼り付けを行います。
空白のセルをコピー・切り取りして貼り付けることはできません。セルのクリアを使用してください。

「2003/1/1」や「2000-01-01」などのデータを数値データの列に貼り付けると数値データとして有効な「2003」の部分のみが書き込まれます。
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セル内容の変更：
変更したいセルにスタイラスを当てたまま待つと、テキストボックスがポップアップします。内容を変更してテキストボックス以外の部分をタップすると、テキストボックスが消えて変更ができます。

スタイラスを離さずに当てたまま動かすとテキストボックスを移動できます。
無意識のうちにデータが変更されないように、直接セルのデータを変更することはできないようになっています。

1列目はIDとして使用しますので変更できません。（テキストボックスは現れません。）

文字データを数値データの列（項目名に*がついた列）に書き込むことはできません。
逆に数値データを文字データの列に書き込む（数字を文字データとして書き込む）ことは出来ます。
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列幅の変更：
列幅はファイルを開くときに列項目名の長さで決めています。
幅が小さくて文字の一部しか表示されない場合は、列ヘッダーの項目の間の部分にスタイラスを当てたまま待つと境界線が太く表示されますので、好きな幅まで移動すれば列幅を変更できます。
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５．検索
ⅰ　検索条件のデータ項目をリストから選択します。
ⅱ　検索条件を選択します。
Like
検索語（文字）を含むもの

＝（全角）
検索語（文字）と同じもの

Not
検索語（文字）と異なるもの

=（半角）
数値が検索数値と同じもの

=>
数値が検索数値以上のもの
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>
数値が検索数値より大きいもの

<=
数値が検索数値以下のもの

<
数値が検索数値より小さいもの

<>
数値が検索数値と異なるもの

after
日付が検索日以後のもの


before
日付が検索日以前のもの


All
検索を解除して全データを表示



（メニューの「全データ」と同じ）
ⅲ　検索キーワードをテキストボックスに入力します。
ⅳ　コマンドボタンを押すか「検索」-「検索」をタップする。
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右図は「分類」が「果実」という言葉を含むものを検索した

結果です。
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さらにこの結果から絞り込んでいくには、同様に検索条件を

選択・入力して、メニューの「検索」-「絞込み」をタップします。

右図は「分類」が「果実」という言葉を含み、かつ

「品目」が「りんご」という言葉を含むものを
検索した結果です。
検索語のひらがなとカタカナには区別がありません。

「りんご」を検索すれば「リンゴ」も抽出されます。

また、文字データの全角と半角には区別がありません。

従って、「ﾐｶﾝ」を検索すれば「ミカン」も「みかん」も

抽出されます。
しかし、数値データとして設定した列のデータ（「データファイルの作成」参照）は半角の必要があり、検索数値も半角で入力しなければ抽出できません。
日付も同様に半角で入力しなければ抽出できません。
これは、数値の大小や日付の前後の比較をして検索を行いたいからです。
数値の大小や日付の前後等の検索を行わないのであれば、データが半角で作成されている必要も検索数値を半角で入力する必要もありません。
この場合この数値や日付を文字データとして扱いますので、Like、＝（全角）、Notの検索条件だけが使用できます。
６．並べ替え（ソート）
データを一時的に並べ替えるには「ツール」の「昇順でソート」
あるいは「降順でソート」を用います。
データ項目のリストから並べ替えのキーにするデータ項目
（列名）を選択し「昇順・・」「降順・・」をタップすれば並び替えが行われます。
この後にデータ項目列（並べ替えのキーになっている列）の

データを変更した場合には自動的に並べ替えが行われます。
７．ライセンスキーの入力
ライセンスキー入力前は機能制限をされています。

試用状態ではファイルを50行までしか開けません。

また「保存」や「名前を付けて保存」をすることが出来ません。

送金された方にはライセンスキーが発行されます。

「オプション」の「ライセンスキー」で表示される登録ウィンドウで入力してください。

· 必ず、送金前に自分が欲しい機能があるか、

自分が使いたい環境で使えるのかをよく確認して
ください。

●データ用テキストファイルの作成
データはcsvファイルかtab区切りのテキストファイルであれば、どんなソフトで作成しても問題ありません。（しかし、一定の書式で入力されていなければ正確な検索はできません。）
一般的にはエクセルのデータを利用するか、アクセス等のデータベースのテーブルをエクセルのファイルにエキスポートしたものを使用するのが手っ取り早いでしょう。

ⅰ　エクセルのファイルを読み込み、横方向（列）に項目を並べ、縦方向(行)にデータを並べます。
１行が1レコードのデータとなります。セルの結合は解除しておいたほうが正確なデータ作成が出来るでしょう。
ⅱ　項目名を１行目に入力します。データのあるものには必ず項目名を付けてください。
ⅲ　A列（データの1列目）はID（名前は「ID」でなくても構いません）として通し番号を付けます。
番号は飛んで間が抜けていても構いません。（ただし重複した番号はエラーとなります。）
データはソフト上99999件までの読込みが出来ます。（ただしメモリ容量に依存します。）
ⅳ　PocketDBで数値として扱いたい列の項目名の最後に「*」（半角）を付けてください。
（下図例の1行目「高値*」「中値*」のように。Ａ列の項目名には必要ありません。）
「*」を付けた場合、この列に数字以外のデータがある場合にはPocketDBはこれを空白として処理します。
「*」を付けない場合、この列を文字データとして扱いますのでLike、＝（全角）、Notの検索条件以外は機能しません。
ⅴ　PocketDBでシート表示する際の列幅は項目名の長さで決まります。（表示後に変更可能です。）項目名のわりにその項目のデータが長い場合は項目名を長くするかスペースを入れると見やすくなります。（例：「住所」→「住　　　所」）
ⅵ　PocketDBで数値として扱いたい列の「セルの書式」が「標準」か「数値」になっていることを確認してください。
（書式が通貨で「1,230」となっているものはテキストファイルで「”1,230”」と保存され、読込みの際に数値として認識されませんのでエラーとなります。）
ⅶ　日付の列がある場合、書式が一定になっているか確認してください。
（「2003/4/5」と「03/4/5」や「H15/4/5」等が混在していると正確に検索できません。）
半角数字で一定の書式になっていれば、日付の前後の比較をして検索を行うことができます。
そうでない場合、この列を文字データとして扱いますのでLike、＝（全角）、Notの検索条件以外は機能しません。
ⅷ　「ファイル」-「名前を付けて保存」でファイル形式をcsvかタブ区切りにして保存します。

ⅸ　保存したファイルを（ActiveSyncで）PocketPCに転送します。
ⅹ　「ファイル」-「Ｏｐｅｎ」で転送されたファイルを読み込みます。
Genio e350（PPC2003）で5000件（６項目×5000行）のデータを変換・表示するのに１分弱
かかります。６項目×2500行のデータで約30秒、12項目×500行のデータで約９秒かかります。
（※PocketDBはアプリケーションを終了しても、終了した時の状態がメモリに残っていますので、同じファイルを使用する場合にはファイルの読込み待ちがありません。）
· 文字データと数値データの変換

PocketDBでファイルを読み込んだ後に、PocketDB上で文字データを数値データに変更したり逆に数値データを文字データに変更したり出来ます。（データ型の変更）
これによって元のテキストファイルをPCで修正してPocketDBで再度読み込む手間がなくなりました。

例として「単位」を文字から数値へ変更します。
ⅰ　「ツール」の「データ型の変更」をタップします。
ⅱ　変更したい項目をアップダウンで選びます。
ⅲ　テキスト（文字データ）にするか数値（数値データ）にするか、オプションボタンで選択します。
複数の項目のデータ型を変更したい場合はこの操作を続けて行ってください。
ⅳ　「OK」で変更を確定し変更したデータ型でファイルを再度読み込みます。

※　データ型の変更をしても同じ操作で元に戻すことが出来ます。
※　データ型の変更はファイルを再度読み込んでデータ型を更新しますので、それまで行ったデータの変更内容が破棄されます。データの変更を有効にしたい場合はファイルを予め保存しておいて下さい。

※　検索絞込みをした状態でデータ型の変更をしても、データ型更新後は全件表示の状態となります。
データ項目：


検索・並べ替えの対象となる列（フィールド）を選択します。





検索条件：


検索条件を選択します。





テキストボックス：


任意の検索キーワードを入力します。





検索ボタン





メニューバー





シート表示ウィンドウ：


データテーブルを表示します。


絞込み・並べ替え等の結果を表示する他、データの編集を行います。





リストボックス：


選択したデータをリスト表示したり


検索条件を表示します。





シート表示ウィンドウと


リストボックスの境界部分をドラッグすると表示エリアの拡大縮小ができます。


選択したデータをリスト表示したり


検索条件を表示します。








